
 

 

 

研究課題名『間葉系幹細胞関連タンパク質のヒト悪性腫瘍における診断マーカ

ーとしての病理組織学的検討』に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

1996年 7月 1日～2016年 7月 31日に癌あるいは肉腫の診断(疑いを含む)および治

療のために，生検あるいは手術によって病理検体を採取された方． 

 

２．研究目的・方法 

 悪性腫瘍は現在でも日本人の死因の第 1位であり，早期段階での確実な診断に基づく

適切な治療が必要とされています． 

これまで私たちはマウスおよびヒト細胞株を用いた研究で，「間葉系幹細胞(かんよ

うけいかんさいぼう)」に関連するタンパク質が悪性腫瘍に発現し，その悪性度に関与

することを明らかとしてきました．しかし，ヒトの悪性腫瘍組織(特に低分化型の癌や

骨軟部肉腫)における「間葉系幹細胞」に関連したタンパク質の発現に関する評価はほ

とんどなされていないのが現状です． 

本研究では各種臓器における癌や，骨軟部に生じる肉腫における「間葉系幹細胞」に

関連するタンパク質の発現と，臨床的あるいは病理学的な特徴，治療成績あるいは予後

との関連を検討することで，悪性腫瘍の診断および治療の新しい手法が得られる可能性

があると考えています． 

当院で 1996 年 7 月 1 日から 2016 年 7 月 31 日までの間に癌や肉腫の診断あるいは治

療のために採取された病理検体の一部を用いて，臨床所見・組織学的所見・画像所見・

腫瘍の進行度・治療後無再発生存期間・全生存期間と「間葉系幹細胞」に関連するタン

パク質の発現の相関関係を検討します． 

この研究の研究期間は，実施承認日から 2021 年 12 月 31 日までです． 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

情報：病歴，手術あるいは化学療法等の治療歴，病理標本番号，病理所見，画像所

見，生年月日，性別 等． 

試料：血液(診療に伴うもので，かつ診療上不要となった部分に限る)，病理検体(パラ

フィンブロック) 等． 

 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい． 

ご希望があれば，他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で，

研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい． 



 

 

 

また，試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので，下記の連絡先までお申出

ください．その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません． 

 

  照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

   〒466-8550 

名古屋市昭和区鶴舞町 65 

名古屋大学大学院医学系研究科・腫瘍病理学・教授 髙橋雅英 

TEL: 052-744-2093 / FAX: 052-744-2098 

苦情等の受付先： 

名古屋大学医学部経営企画課 

TEL: 052-744-2479 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科・腫瘍病理学・教授・髙橋 雅英 

 

 


